
はまはく座談会 博物館 DX シリーズ 

動作の三次元データ化体験会 
―踊りも職人技も人の動作まるごと 3D 化―  
ヴォリュメトリック・ビデオを体験しよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近、サッカー中継のゴールシーンなどで、動いている選手が急に静止して、360 度見ら
れるような状態になっている映像をご覧になっていませんか。これはヴォリュメトリック・
ビデオ（Volumetric Video）と呼ばれる最先端の 3D 化技術です。この技術は、文化遺産の世
界、とりわけ踊りや職人技といった動きをもつ無形文化遺産の記録や継承に力を発揮すると
期待されています。 

本座談会では、博物館や文化財分野のおける最先端のデジタル技術の展開可能性、そして
浜松の博物館界の次の一手を参加者の皆様と共に探りたいと思います。 
 

日時   2025 年 10 月 5 日（日）13 時〜15 時 
会場   浜松市博物館 講座室 
費用   観覧料が必要 
定員   40 人（要事前申込、参加者多数の場合は抽選） 
応募方法 浜松市博物館ホームページ申込フォームより応募 
応募期間 2025 年 9 月 2 日（火）〜9 月 23 日（火） 
内容   ヴォリュメトリック・ビデオ技術の紹介・自由体験・ディスカッション 
 

協力  静岡大学情報学部村野研究室   技術協力  株式会社ニコン 
問い合わせ 浜松市博物館 電話 053-456-2208 浜松市中央区蜆塚四丁目 22-1 

観覧料 
が必要です 

 
大人 310 円 
高校生 150 円 
中学生以下 
70 歳以上 

無料 


